
舞踊作品の構造に関する研究

一 「雫の跡」 の分析 を中心に 一

柴 真 理 子

〈は じめ に〉

舞踊 は動 き を媒体 とす る表現 で あ るが, その動 き

は一 瞬一 瞬 に消滅 す る もの であ り作 品 を見終 った時, 

観 者に残 るのは 印象深 い動 き, それ も演 じられた順に

では な く, 断 片的 な動 きで あ りなが らそれ らの動 き

が全 体 として一 つ に ま とま り, つ くり出 され た イ メ

ー ジで あろ う。舞 踊作 品 の 各部分 の動 きが, そ れ 自

身 の構造 と表 現性 を持 つ こ とに関 しては, 「舞 踊 運

動 とその表現性 に関す る研 究」 で, 舞 踊 運動 をみ え

と実 在 の運動 の両 面か ら とら える方法 を用 い, この

方法 の 限界 内にお い て, 一 応 の成 果 を得 た。 そ こで

次 に, それ 自身 の構 造 と表 現性 を もつ 舞 踊運動 を相

互 に関係づ け て構造 化 し, 舞 踊作 品 として一 つの イ

メー ジを出現 させ る要 因 につ いて, 各要 因の働 きが

どの よ うな運動 現 象 を出現 させ, どの よ うな性 格が

感受 され るか を, 実 証 的 な方法 を用 いて検 証 し, 舞

踊作 品の表 現構 造 の解 明へ と研 究 を進 め たい。

〈研 究 目的〉

本研 究 は, 舞 踊作 品 の構造 を探 求 す る ために, 次

の三 点 を実 証 的に 明 らか にしようとす る もの であ る。

1. 舞 踊が"一 ま とま り"と して感受 され るの は, 

どの よ うな舞 踊現 象 を呈す る時か。

2. 舞 踊 の構成要 因の働 きは, どの よ うな舞踊現 象

として現 われ て い るか。

3. 以 上の ような構造 を もつ 作 品が, どの ような

Imageを 出現 させ てい るか。

〈研 究 方法 ・研 究対 象 〉

本研究 で は, 社 会的 評価 を受 け た モ ダ ン ・ダン ス

の作 品 「雫 の跡」(choreographer… 藤 井 公, dancer

…本間祥 公)を 研 究対 象 に選 ん で, 8%, 及び16%

Filmに 収録 し, (!)choreographerへ の イ ン タビュー

(2)Filmに よる作品 分析(3)鑑 賞 調査 を行 ない, 作 品

の構 造 を実証 的 に分 析 した。

〈研 究結果 と考 察〉

以 上の方 法 で行 な つた作 品構造 の分 析 結果 をま と

め, 考 察 す る。(図1参 照)

(1) 舞 踊 の構 造 を支 え る内的 基礎 で あ る身体 各部 の

動 きの構造 は, 

(1) 頭 の高 さは 「一 定 の高 さを保持戸 高 さの変動 が 激

しい→ 高 さが 漸次 変化 す る」(一)と い う

patternが 反 復 され て い る。

(2)「ゆ っ くり と腕 を挙 げ, 急速 に振 りお ろす」「ara-

besqueか ら急 にsplitに な る」 な ど, 対比 的 な要素

を持 つ動 きが連 続 して使 われ て い る。

(3) 一 種類 の動 きで移 動 をす る動 きの部分 は 少 な く, 

arabesque, en l'air en avant, attitudeな ど と連続

して行 い移 動す る動 きが 多い。 そ のため に単 位 時 間

内 の移動 距 離 は少 な く, 個 々の動 きを見て いる とpose

の連 続 の よ うであ りなが ら, 実 は徐 々 に移動 して い

る とい う動 きの流 れが あ る。

(4) 動 きの水 準 の変動 は, 頭, 腕, 脚 の高 さの変動 を

複 合 した もの であ り, これが動 きのdynamicsを 生 み

出す と考 え られ る。

(紙 面 の都合 に よ り, 一 部 省略)

以上 の よ うに, 身 体 各 部 の動 きに, 反復, 対 比, 

移 行, バ ラン スな どの構 成要 因 の存在 をみ る こ とが

で きた。

(2) 本作 品 にはmotifの 動 きが8つ あ るが, それ ら

は座 わ る, 立 て膝, 寝 る, プ リエ な ど, その場 で の

ゆ っ く りした動 きが 多 く, 脚部 の動 きが あ るmotif

で もその動 きは歩 ・走 な ど単純 な動 きで あ る。 そ し

てchoreographerのphrasingで はmotifの 動 きを含

むphraseと 含 まな いphraseが ほぼ 交互 に位 置 し, 

motifを つな ぐ動 きには, 足 を挙げなが らの移 動, tum, 

jumpな どが あ り, motifの 動 きに比べ てspeedが あ

り動 きの水 準 の変動 も激 しい傾 向が あ る。 す な わ ち

本作 品 では, 単 純 で静か な動 きがmotifで あ り, よ

り複 雑 で激 しい動 きがmotifを つ な ぐとい う対比 的

要素 を もつ構 造 で あ る。

(3) choreographerは 本作 品 を17にphrasingし, そ

のphraseを よ り上 位 のlevelで17→6→2と いうgroup

に ま とめ, 他 方, 30%以 上 の鑑賞 者 に一致 した区切

れ 目は19で あ り, その うちchoreographerと 鑑 賞者

の区切 れ 目が 一致 したの は7ヵ 所 で あ つた。 これ ら

の区切 れ 目の特徴 か ら, 進行 方向 の変 更点, 移 動 を

伴 う動 きこ その場 で の動 きへ の移行 点, 体 の 向 きの

変 更 点は舞 踊 の 中に は とま り"を 感 じさせ る性 質

を持 ち, phrasingの 手 がか りにな る と言 えよ う。

(4)本 作 品 は前半 と後 半 の は とま り"を 持 つ。

(1) 前半 の動 きは, ゆ っ くりと足 を挙 げな が ら移動 す

る動 きが 多 く, 頭 の高 さの変 化 の 振幅 も狭 く, 腕 は

ゆ っ く りと挙 げて ア クセ ン トをつけ て急 激に ふ りお

ろす 動 きが 多い。 この よ うな動 きか ら成 る前 半 に対

して, 鑑 賞 者 は 「暗い, 重 々 しい, ぶ きみな」Image

を持 ち, 前半 の 音楽 か らも同様 なImageを 持 ってい る。

(2)後半 の動 きは, その場 での動 きが68.4%を 占め る

が, 残 りの移 動 を伴 う動 きで は前半 に は見 られな い
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jumpが 使 わ れ るな ど, 頭 の高 さの変 動 の振 幅, 回数

共 に 多 く, 腕, 脚 の挙 げ お ろ しもspeedを もって行 わ

れ, その場 で の動 き と移動 を伴 な う動 きの対 比 が顕

著 で あ る。 この よ うな動 きか ら成 る後 半 に対 して, 

鑑賞 者 は 「軽 い, 明 るい」Imageを 持 ち, 後半 の音

楽 につ い て も同様 のImageを 持 って いる。

以 上 の よ うに, 作 品の 前半 と後半 につ いて, 動 き

の分 析 と鑑賞調 査 の結 果 を総括 したが, 作 品全体 の

Imageは 「暗 く沈 ん だ, 重苦 しい, 神秘 的, ぶ きみ」

で あ り, 前 半 の印 象が 強 い作 品 として受 け とられて

い る。

〈おわ りに〉

さて, 本研 究 ではfilm分 析 の結果 とchoreographer

の記述, 及び鑑賞結果に多くの一致点がみられ, こ

れらの結果から(1)舞踊をみる者に"ま とまり"を感

じさせる要素(2)いくつかの構成要因の存在を確認し, 

舞踊作品の構造の一側面を実証できたと考える。し

かし, 今回の鑑賞者は舞踊経験が少ないので鑑賞者

の年令, 舞踊経験を考慮して今回の結果を追試する

ことが必要である。また作品構造の分析方法の開発

が急務であり, それによる他の作品の分析を積み重

ね, 構成要因と舞踊現象の関係, 更に作品の構造と
Imageの 関係などを探求することが今後の課題であ

ると考える。

図1. 作 品 の 構 造 分 析
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